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    目次: 

 大学を中心とした名古屋電気

学園のキャラクターとして、鉄

人28号を使っていくことにな

り、このほど、プロダクション

などと契約を結びました。鉄人

28号を選んだのは、愛知工業大

学が

工科

系で

あること、大学の性格

をあらわすのにロボッ

トがふさわしいこと、さ

らに、ものづくりや学科

再編など「チャレンジす

る姿勢」を端的に表現出

来る、などが理由です。

今後、大学のパンフレッ

トなどに表示したり、Ｐ

Ｒグッズなどでアピール

していく予定です。    

「
資
格
取
得
」
か
ら
「
悩
み
解
決
」
ま
で 

い
ろ
い
ろ
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
す 

 

も
の
づ
く
り
支
援
の
「
み
ら
い
工
房
」 

 
 

大
学  

学
習
・
生
活
の
相
談
窓
口
も
開
設 

大学のキャラクターに 

 鉄人28号 

 

四
月
の
新
学
期
。
大
学
で
は
、
学
生
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
各
種

施
設
の
充
実
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
資
格
取
得
や
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
支

援
す
る
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
は
、
１
号
館
か
ら
新
設
の
12

号
館
に
移
転
・
拡
充
さ
れ
、
そ
の
あ
と
は
学
習
や
困
り
ご
と
、
悩
み

ご
と
な
ど
の
相
談
に
応
じ
る
学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
に
な
り
ま
し
た
。 

 
 
 

◇
…
12
号
館
…
◇ 

 

四
月
五
日
の
大
学
入
学
式
に

合
わ
せ
て
、
オ
ー
プ
ン
セ
レ
モ

ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
地
上

四
階
、
地
下
一
階
で
、
一
階
に

は
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
と
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
支

援
セ
ン
タ
ー
が
入
り
、
地
下
一

㊤
12
号
館
正
面
㊥
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
す
る
後
藤
学

長(

中
央)

ら
㊦
１
号
館
の
学
生
支
援
セ
ン
タ
ー 

階
は
学
生
の
も
の
づ
く
り
を

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
「
み
ら
い

工
房
」
で
す
。
す
で
に
、
多
く

４設置校の新入生は2,375人 

  希望に燃え2,298人が巣立つ 

 1,516人  大  学  1,507人 

   74人  大 学 院    68人 

   114人  専門学校    55人 

  600人  高  校   622人 

  71人  附属中学   46人  
 

平
成
15
年
度
学
園
各
設
置
校

の
入
学
式
は
、
四
月
五
日
の
大

学
を
皮
切
り
に
、
七
日
に
高
校

と
附
属
中
学
で
、
八
日
に
は
情

報
電
子
専
門
学
校
で
そ
れ
ぞ
れ

©光プロ 

の
利
用
希
望
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。 

◇
…
学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
…
◇ 

 

学
習
指
導
や
生
活
相
談
と

い
っ
た
個
別
面
談
の
ブ
ー
ス
だ

け
で
な
く
、
中
央
に
は
サ
ロ
ン

風
の
ス
ペ
ー
ス
も
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
と
に
か
く
学
生
と
教

職
員
が
気
楽
に
お
し
ゃ
べ
り
を

し
、
勉
強
や
生
活
の
問
題
点
、

悩
み
な
ど
を
解
決
し
て
い
く
の

が
目
的
で
す
。 

行
わ
れ
ま
し
た
＝
学
長
式
辞
②

面
、
写
真
③
面
に
。 

 

本
年
度
の
新
入
学
生
数
は
、

大
学
が
工
学
部
千
二
百
七
十
四

人
、
経
営
情
報
科
学
部
二
百

四
十
二
人
の
計
千
五
百
十
六

人
、
大
学
院
は
修
士
課
程
六

十
九
人
、
博
士
課
程
五
人
の

計
七
十
四
人
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
専
門
学
校
と
高

校
、
附
属
中
学
を
あ
わ
せ
た

新
入
生
総
数
は
二
千
三
百
七

十
五
人
と
な
り
ま
し
た
。 

 

一
方
卒
業
式
も
三
月
一
日

の
高
校
を
ト
ッ
プ
に
行
わ

れ
、
二
十
四
日
の
大
学
で
全

日
程
を
終
え
ま
し
た
。
卒
業

者
数
は
、
大
学
・
大
学
院
が

千
五
百
七
十
五
人
、
専
門
学

校
五
十
五
人
、
高
校
六
百
二

十
二
人
、
中
学
四
十
六
人
。 

 

新
入
生
数 

卒
業
生
数 
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新
入
生
の
皆
さ
ん
、
入
学
お
め
で
と
う
。
ご
臨
席
の
保
護
者
の
皆

さ
ん
、
お
子
さ
ん
の
ご
入
学
を
心
よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

本
題
に
入
る
前
に
、
新
入
生
諸
君
に
一
言
申
し
上
げ
ま
す
。
諸
君
が
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
る
か
分
か
り
ま
せ

ん
が
、
大
学
の
持
つ
意
味
に
つ
い
て
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
「
大
学
」
と
は
、
自
己
の
本
質
を
発
見
し
、
自
己
を

広
げ
た
り
深
め
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
己
の
価
値
と
可
能
性
を
高
め
る
成
長
の
た
め
に
、
機
会
を
与
え
る
場

で
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
皆
さ
ん
自
身
の
主
体
性
が
求
め
ら
れ
る
場
で
あ
る
わ
け
で
す
。 

 

新
入
生
諸
君
、
い
ま
現
在
の
国
際
社
会
は
厳
し
い
緊
張
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
一
日
も
早
く
平
和
裡
に
解

決
し
て
ほ
し
い
と
願
わ
ず
に
は
お
ら
れ
ま
せ
ん
。
地
球
を
脅
か
す
環
境
問
題
に
つ
い
て
も
、
同
様
に
解
決
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
要
な
課
題
で
あ
り
ま
す
。 

 

一
方
、
わ
が
国
の
科
学
技
術
は
著
し
い
進
歩
を
遂
げ
、
三
年
連
続
で
日
本
の
科
学
者
が
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
し
た

こ
と
が
こ
れ
を
雄
弁
に
物
語
っ
て
い
ま
す
。
中
で
も
、
一
昨
年
に
受
賞
さ
れ
た
名
古
屋
大
学
の
野
依
教
授
は
、
平
成

三
年
か
ら
五
年
間
に
わ
た
り
、
本
学
の
総
合
技
術
研
究
所
に
お
い
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
実

験
、
研
究
を
続
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
が
認
め
ら
れ
て
の
受
賞
で
、
本
学
に
と
っ
て
も
、
そ
の
研
究
の
お
役
に

立
て
た
こ
と
を
喜
び
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
国
内
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
経
済
状
況
は
年
ご
と
に
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。
卒
業
生
の
就
職
に
も
影

響
が
出
て
お
り
、
本
学
と
し
て
も
大
学
を
取
り
巻
く
環
境
を
視
野
に
入
れ
て
、
新
し
い
教
育
と
積
極
的
に
取
り
組
む

所
存
で
あ
り
ま
す
。 

 

以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
現
実
は
極 

め
て
厳
し
い
状
況
下
に
あ
る
こ
と
を 

し
っ
か
り
と
認
識
し
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。 

 

と
こ
ろ
で
、
科
学
技
術
の
進
歩
は
豊
か
さ
、
快
適
さ
な
ど
に
は
か
り
知
れ
な
い
貢
献
を
し
、
大
量
生
産
、
大
量
消

費
に
よ
っ
て
わ
が
国
を
は
じ
め
先
進
諸
国
は
発
展
し
て
来
ま
し
た
。
し
か
し
、
一
方
で
新
た
な
歪
み
を
生
ん
だ
こ
と

は
諸
君
も
ご
存
知
の
通
り
で
あ
り
ま
す
。
近
年
は
地
球
環
境
に
も
大
き
く
影
響
を
与
え
る
よ
う
に
な
り
、
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
の
力
が
自
然
と
調
和
し
な
い
事
態
に
も
な
っ
て
来
て
お
り
ま
す
。
こ
う
し
た
問
題
を
乗
り
越
え
、
克
服
す
る
道

を
示
す
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
諸
君
が
こ
れ
か
ら
学
ぼ
う
と
し
て
い
る
工
学
、
そ
し
て
経
営
情
報
科
学
以
外
に
ほ
か

な
り
ま
せ
ん
。
人
類
を
育
ん
だ
豊
か
な
自
然
を
破
壊
す
る
こ
と
な
く
、
人
と
地
球
が
共
存
し
合
う
、
人
と
地
球
に
や

さ
し
い
科
学
・
技
術
の
進
歩
は
、
ま
さ
に
諸
君
の
双
肩
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
を
、
し
っ
か
り
と
胸
に
刻

ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

こ
こ
で
、
本
学
の
建
学
の
精
神
を
述
べ
て
お
き
ま
す
。
そ
れ
は
「
自
由
・
愛
・
正
義
」
で
あ
り
ま
す
。
「
自
由
」

は
創
造
の
源
、
「
愛
」
は
相
手
を
思
い
や
る
心
、
そ
し
て
「
正
義
」
は
行
動
の
基
本
で
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
本
学
は

『
創
造
と
人
間
性
』
を
教
育
の
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
お
り
ま
す
。
技
術
は
、
新
た
に
造
り
始
め
る
こ
と
、
即
ち
「
創

造
」
か
ら
始
ま
り
、
人
が
そ
の
技
術
を
支
え
、
進
展
さ
せ
ま
す
。 

 

諸
君
が
本
学
の
建
学
の
精
神
と
モ
ッ
ト
ー
を
忘
れ
ず
、
き
ょ
う
か
ら
勉
学
に
研
究
に
精
進
さ
れ
よ
う
望
み
ま
す
。 

 

終
わ
り
に
当
た
り
、
次
の
二
点
を
申
し
添
え
ま
す
。
一
つ
目
は
「
意
欲
」
。
「
自
ら
求
め
て
学
ぶ
」
と
い
う
意
欲

的
な
姿
勢
で
す
。
青
春
の
四
年
間
を
怠
情
に
流
れ
る
事
な
く
、
常
に
前
進
し
て
下
さ
い
。
二
つ
目
は
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
で
す
。
在
学
中
は
、
出
来
る
限
り
多
く
の
友
達
を
つ
く
り
、
先
生
方
と
も
積
極
的
に
接
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
そ
こ
で
得
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
必
ず
諸
君
の
人
生
に
と
っ
て
大
き
な
財
産
に
な
る
は
ず
で
す
。 

 

12号館 

１階・エクステンションセンター   ２階・講義室でのガイダンス   南側から見た12号館。地階部分が「みらい工房」 

１号館 みらい工房 ㊧利用希望学生への工具説明会㊨開所式後に工房を見学する来賓ら 

１
階
・
学
生
支
援
セ
ン
タ
ー 

新施設の紹介 

後
藤
淳
・
大
学
学
長
の
式
辞 

大
学
は
成
長
の
機
会
与
え
る
場 

 
 

意
欲
持
ち
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
を 
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葛
谷
会
長
を
再
選 

 

愛
工
大
後
援
会
定
時
総
会 

  

平
成
15
年
度
の
愛
知
工
業
大

学
後
援
会
定
時
総
会
が
四
月
五

日
、
愛
和
会
館
講
堂
に
約
七
百

五
十
人
が
出
席
し
て
開
か
れ
ま

し
た
＝
写
真
。 

 

後
藤
淳
学
長
の
挨
拶
な
ど
に

続
い
て
、
本
年
度
予
算
や
事
業

計
画
な
ど
に
つ
い
て
報
告
が
あ

り
、
新
役
員
の
選
任
で
は
葛
谷

捷
臣
会
長
を
再
選
し
ま
し
た
。

副
会
長
に
は
原
田
正
道
、
弓
場

忠
道(

以
上
再
選)

、
鞆
洋
一
の

三
氏
が
選
ば
れ
ま
し
た
。 

入学式アラカルト 

大 
 

学 

附属中学 

鉀
徳
館
を
埋
め
た
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン 

二
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
保
護
者 

専
門
学
校 

在
校
生
代
表
の
歓
迎
の
こ
と
ば 

高 
 

校 

宣
誓
す
る
新
入
生
代
表 

㊤
喬
徳
館
二
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は

吹
奏
楽
部
が
歓
迎
の
演
奏
披
露 

㊧
新
入
生
に
付
き
添
い
、
式
典
を

見
守
る
保
護
者
た
ち 

 

昨
年
上
回
り 

 

就
職
率
95
㌫ 

  
 

二
回
の
企
業
研
究
会
も
盛
況 

 

平
成
14
年
度
の
大
学
就
職
実

績
は
、
工
学
部
昼
間
主(

経
営

情
報
科
学
部
は
ま
だ
卒
業
生
が

あ
り
ま
せ
ん)

が
九
五
・
七
㌫

で
し
た
。
内
訳
は
男
性
九
六
・

七
㌫
、
女
性
八
八
・
三
㌫
で
、

い
ず
れ
も
前
年
度
を
二
・
三
㌫

上
回
っ
て
い
ま
す
。
一
○
○
㌫

と
か
一
○
○
㌫
近
い
学
科
が
多

い
中
、
昨
年
同
様
、
不
況
の
影

響
で
建
築
学
科
、
建
築
工
学
科

が
苦
戦
を
強
い
ら
れ
ま
し
た
。 

 

一
方
、
三
年
生
や
修
士
課
程

の
学
生
を
対
象
に
し
た
就
職
勉

強
会
、
平
成
15
年
度
学
内
企
業

研
究
会
は
、
二
月
二
十
一
日
か

ら
二
日
間
は
鉀
徳
館(

写
真
㊨

㊦)

で
、
三
月
十
八
日
か
ら
三

日
間
は
Ａ
Ｉ
Ｔ
プ
ラ
ザ
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
二
回
の
催
し
に
は

延
べ
二
百
七
十
社
が
参
加
、
学

生
た
ち
は
企
業
情
報
の
収
集
に

余
念
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

大学 



 

造
り
で
、
約
四
百
九
十

平
方
㍍
あ
り
、
柔
道
と

剣
道
の
練
習
場
と
し
て

活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。 

◇
…
掲
示
板
㊦
…
◇ 

 
 

大
学
・
10

号
館
前

の
掲
示
板
を
二
倍
に
拡

大
、
整
備
し
ま
し
た
。

屋
根
付
き
で
、
左
右
二

基
そ
れ
ぞ
れ
両
面
に
掲
示
出
来

る
仕
様
と
な
っ
て
お
り
、
連
絡

用
に
力
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。 

平成15年４月30日（４）   学 園 だ よ り 第115号 

開催日 テーマ 担当者 会場 

４月19日  近自然河川工法-生き物にやさしい川の形 内田臣一土木工学科助教授 １号館2210講義室 

４月26日 光コンピュータを知ろう 落合鎮康電気工学科教授 総合技術研究所視聴覚室205室 

５月10日 建築材料の歴史 大井孝和建築工学科教授 10号館2310講義室 

５月31日 機械工学と生物機械 水野光国機械工学科教授 ６号館111講義室 

６月14日 情報をどのようにあらわすか？ 沢田克敏情報通信工学科教授 ８号館205講義室 

７月12日 シミュレーションでπを求める 寺本和幸マーケティング情報学科助教授 ４号館404講義室 

10月４日 化学電池の原理と利用 中島剛応用化学科教授 ３号館1401号室 

10月25日 世界遺産と建築 杉野丞建築学科教授 １号館2110講義室 

11月15日  
ものづくりにおけるCAD/CAM・デジタルエ 

ンジニアリングの概説 
近藤高司経営情報学科教授  11号館401講義室  

12月13日  
身近な半導体デバイス-ダイオードの振る 

舞いと応用  
徳田豊電子工学科教授  ５号館講義実験棟321講義室  

 土曜公開模擬講義                  土曜公開模擬講義                  土曜公開模擬講義 

 大学の本年度「土曜公開模擬講義」日程は、下表の通りです。すでに終了した講座もありますが、受講

を希望する高校生は、開催日前日までに郵便番号、住所、氏名、年齢、学校名、電話番号、希望講義名を

記入の上、はがき、電話、ファクス、メールで大学入試部入試広報課「土曜公開模擬講義係」へ。 
 〒470-0392 豊田市八草町八千草1247  電話：0565-48-8121  FAX：0565-48-4840 mail:koho@office.aitech.ac.jp 

 

熱
っ
ぽ
く
大
学
改
革
の
夢
披
露 

 
 
 

５
月
13
日
付
の
中
日
「
学
生
之
新
聞
」
に
掲
載 

 
 
 
 

後
藤
学
長
が
記
者
の
取
材
に
こ
た
え 

サッカーも出来ます 
 高校 総合運動場を整備 

 

中
日
新
聞
朝
刊
の
火
曜
日
付

特
集
と
し
て
連
載
さ
れ
て
い
る

「
学
生
之
新
聞
」
に
、
大
学
改

革
と
取
り
組
む
後
藤
淳
学
長
が

登
場
し
ま
す
。
五
月
十
三
日
付

の
掲
載
予
定
な
の
で
、
ぜ
ひ
お

読
み
下
さ
い
。 

 

中
日
新
聞
編
集
局
社
会
部
の

小
野
木
昌
弘
記
者
に
よ
る
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
は
四
月
十
四
日
、
名

古
屋
市
千
種
区
の
学
園
本
部
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
後
藤
学
長
は

ま
ず
、
大
学
を
教
育
の
場
、
研

究
は
大
学
院
で
行
う
べ
き
だ
と

い
う
基
本
的
な
考
え
方
を
示
し

た
上
で
、
少
子
化
時
代
に
対
応

す
る
本
学
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
説
明
し
ま
し
た
。
教
育
内
容

の
充
実
は
も
ち
ろ
ん
、
学
生

サ
ー
ビ
ス
、
産
官
学
の
協
力
体

制
の
推
進
、
社
会
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
ら
れ
る
ユ
ニ
ー
ク
な
人
材

小野木記者㊨と対談する後藤学長 

育
成
な
ど
、
熱
心
に
改
革
の
構

想
を
述
べ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。 

 

春
日
井
市
神
領
に
あ
る
高
校

の
「
総
合
運
動
場
」
が
整
備
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
、
四
月
十
二

日
に
安
全
祈
願
祭
が
行
わ
れ
ま

し
た
＝
写
真
。 

 

総
合
運
動
場
は
、
野
球
場
な

ど
約
三
万
九
千
平
方
㍍
。
今
回

約
一
万
二
千
平
方
㍍
増
設
し
、

六
月
末
ま
で
に
整
備
す
る
予
定

で
、
１
０
５
㍍
×
６
８
㍍
の

サ
ッ
カ
ー
場
も
と
れ
ま
す
。 

 

あ
い
に
く
の
雨
で
し
た
が
、

安
全
祈
願
祭
に
は
学
園
関
係
者

や
高
校
の
教
職
員
ら
約
八
十
人

が
出
席
。
後
藤
淳
理
事
長
ら
が

玉
串
を
捧
げ
て
工
事
の
無
事
を

祈
り
ま
し
た
。 

 
 

◇
…
武
道
場
㊤
…
◇ 

 

高
校
・
喬
徳
館
北
側
の
駐
輪

場
上
に
完
成
し
ま
し
た
。
鉄
骨
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 組織変更（４月１日付） 

   （大  学）1. 学生支援本部を設ける。 

            学生支援本部は、学習支援センター、エクステンションセンター（以降は 

           Ｅセンターと略記)を中心に､学生の各種相談に応じる組織とする。 

   （学  園）1. 総合企画本部の企画広報室とホームページ室を統合し、企画広報・ホームペ 

          ージ室（以降は企画広報ＨＰ室と略記）とする。 

         2. 事務局のシステム管理室を総合企画本部に置く。 

  ※主旨 学生支援本部は、以下の目的達成を主眼として設ける。 

       学習支援センターは、学力不足や学習方法またはカリキュラムの選択などに悩む学生 

      に対し支援を行う。また、従来からのＥセンターと併せて「みらい工房」を設け、学生 

      の自主的な創作活動や「ものづくり教育」の実践による教育サービスの充実を図る。 
 人事異動（役職のカッコ内は前職名） 

 《４月1日付》 

  ◆任命    

   （大  学）学長代理            工学部電気工学科教授・総合企画本部長 後藤  泰之 

         学生支援本部長         工学部応用化学科教授・副学長     稲垣  愼二 

         学長補佐            工学部建築工学科教授・教学部長    坪井  常世 

         工学部長            工学部電子工学科教授         加藤  厚生 

         経営情報科学部長・インターンシップ支援センター長 

                         経営情報科学部経営情報学科教授    鈴木  達夫 

         基礎教育センター長       基礎教育センター教授         服部 忠一朗 

         図書館長            経営情報科学部経営情報学科教授    佐藤 由身子 

         学生支援本部副本部長・学習支援センター長 

                         基礎教育センター教授・教学部副部長  樋口   功 

         工学部機械工学科特任教授（工学部機械工学科教授）           久野 精市郎 

         基礎教育センター特任教授（基礎教育センター教授）           柴山  茂夫 

   （学  園）常任顧問（事務局長）                         兼子   勝 

  ◆新規採用  

   （大  学）工学部電子工学科教授                         堀   康郎 

         工学部情報通信工学科教授                       石井  直宏 

         工学部機械工学科講師                         内田  敬久 

         経営情報科学部経営情報学科講師                    小橋   勉 

         基礎教育センター講師                         太田  伸幸 

         工学部電気工学科助手                         中野  寛之  

   （高  校）教諭                                 高橋  克治  

         教諭                                 赤松   洋 

         教諭                                 杉田  輝彰 

         教諭                                 今枝  一郎 

         教諭                                 鳥山  竜一 

   （中  学）教諭                                 宮口  典久 

         教諭                                 富田 めぐみ 

         教諭                                 佐橋  幸彦 

         教諭                                 石田  彰利 

  ◆昇格・兼務など 

   （大  学）工学部応用化学科教授（工学部応用化学科助教授）            小林  雄一 

         工学部機械工学科教授（工学部機械工学科助教授）            水野  光国 

         基礎教育センター教授（基礎教育センター助教授）            阿部  幸一 

         工学部電気工学科助教授（工学部電気工学科講師）            雪田  和人 

         工学部電子工学科助教授（工学部電子工学科講師）            津田  紀生 

         基礎教育センター助教授（基礎教育センター講師）         チャールス・ケリー 

         基礎教育センター助教授（基礎教育センター講師）         ジョン・ヒュゲット 

         基礎教育センター助教授（基礎教育センター講師）            高木   淳 

４月の組織変更と主な人事異動（教員と課長以上の職員） 



平成15年４月30日（Ｂ）   学 園 だ よ り 第115号 

         工学部電気工学科講師（工学部電気工学科助手）             道木  加絵 

         工学部電子工学科講師（工学部電子工学科助手）             岩田  博之 

         事務局長（事務局次長） 教学部次長・耐震実験センター事務長      堀田  龍一 

   （専門学校）教授（助教授）                            橋本  秀則 

         教授・学園総合企画本部企画広報ＨＰ室職員（助教授・学園総合企画本部企画広報室職員） 

                                            森島  茂樹 

         講師（助手）                             坂本  貴子 

   （学  園）事務局長（事務局次長）                   総務部長 西井  松生 

         管理部管財課長（管理部管財課課長補佐）                三宅   覚 

  ◆異動・兼務など 

   （大  学）学生支援本部事務部長（事務局長）        総合技術研究所事務長 宍戸   哲 

   （高  校）教諭・中学教諭（中学・高校教諭）                   川越  英司     

         司書教諭兼務                          教諭 織田  秀彦 

  ◆新規委嘱 

   （大  学）大学院工学研究科電気電子工学専攻客員教授               竹内  正治 

         大学院工学研究科材料化学専攻客員教授                 神谷  信雄 

         工学部電気工学科客員教授                       吉田  恭信 

         経営情報科学部経営情報学科客員教授(経営情報科学部経営情報学科教授・経営情報科学部長) 

                                            徳永   豊 

         基礎教育センター客員教授（基礎教育センター特任教授）    学園顧問 鵜飼  正和 

         基礎教育センター客員教授（基礎教育センター特任教授）         佐田  榮三 

   （高  校）常勤講師                               出村  享市 

         常勤講師                               小宮  裕希 

         常勤講師                               國廣  裕子 

         常勤講師                               成田  綾子 

         実習補助員                              篠原  貴之 

   （中  学）常勤講師                               岡本  恭子 

         常勤講師                               長尾  美武 

         常勤講師                               伊藤  真哉 

         実習補助員                              吉川  弘樹 

   （専門学校）常勤講師                               山内  康義 

 《３月31日付》 

  ◆兼務解除 

   （大  学）学長補佐の兼務を解く         経営情報科学部経営情報学科教授 鈴木  達夫 

   （学  園）管理部管財課長の兼務を解く                管理部次長 高田  宣章 

 《４月10日付》  

  ◆任命 

   （大  学）Ｅセンター長                  基礎教育センター教授 森    豪 

 《４月９日付》 

  ◆兼務解除 

   （大  学）学長室長・Ｅセンター長・大学企画推進室副室長の兼務を解く 

                       工学部電気工学科教授・学園総合企画本部長 後藤  泰之 

 《次の方々は３月31日付で退職されました》 

   （大  学）深井  俊英、林    章、坂井  久司、皆福  正彦、川口  尚治、鵜飼  正和 

         佐田  榮三、大山  和春、小笠原 義之、小川   力、大鐘   亮、伊藤  祐介 

   （高  校）高柳  秀明、二村  忠雄、伊藤  鑛一、熊谷  聖児、近藤  健史 

   （中  学）堀本  尚宏 

   （学  園）酒井  剛史、古田  房子 

 《次の方々は３月31日付で客員教授の委嘱が終了しました》 

   （大  学）田島   收、島田  静雄、川本  眺万、瀧澤  英一、早崎  良久、森本  明彦 

         鈴木  善平 
 【おくやみ】 

   元大学工学部基礎教育系教授・杉江律（ただし）さん(79)＝４月２日、肺炎のため死去されました。告別式 

    は４月４日、岐阜県不破郡垂井町の町斎場で営まれました。喪主は長女・菅沼裕子さん。 

   元大学工学部電子工学科教授・市川眞人（まひと）さん(85)＝３月12日、すいがんのため死去されました。 

    告別式は３月14日、名古屋市千種区の吹上愛昇殿で営まれました。喪主は妻・正子さん。 

   元大学工学部電子工学科教授・鈴木桂二さん(91)＝２月２日、老衰のため死去されました。告別式は２月５ 

    日、東京都世田谷区祖師谷の自宅で営まれました。喪主は妻・きみさん。 
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テーマ 開催 対象  定員 時間 担当教員 会場 

燃料電池をつくろ

う！  

２日 

３日 

小学４年 

～中学生 
各15人 10:00～15:00 

一柳勝宏電気工学科教授 

雪田和人電気工学科助教授 
５号館講義実験棟221講義室 

室内の空気は安全

か？  

２日 

３日 

小学５年 

～中学生 
各24人 

10:00～12:00 

13:00～15:00  
神谷清仁建築工学科助教授 12号館ゼミ室 

パソコン分解講座  
２日 

３日 

小学～ 

高校生 
各50人 10:00～16:00 

四俵正俊土木工学科教授 

鈴木森晶土木工学科助教授 

新宮博康電気工学科講師 

９号館3102講義室 

超音波で試してみ

よう！ 
２日 

小学～ 

高校生 
20人 10:00～16:00 立木次郎応用化学科教授 ３号館２､３階学生実験室 

色を変えてみよう ２日 
中学～ 

高校生 
20人 10:00～16:00 安田伍朗応用化学科講師 ３号館２､３階学生実験室 

スターリングエン

ジンを作ろう  
２日 

中学～ 

高校生 
14人 10:00～14:30 渡辺修機械工学科教授 ６号館１階 

ロボットに挑戦！ ２日 
小学５年 

～中学生 
20人 

10:00～12:00 

13:00～15:00 
小西たつ美情報通信工学科講師 ８号館104実験実習室 

ゲルマニウムラジ

オの製作 
２日 

小学４年 

～中学生 
20人 10:00～16:00 平松誠治電子工学科講師 12号館みらい工房 

響の不思議体験 ３日 
小学～ 

高校生 
40人 

10:00～12:00 

13:00～15:00 
成瀬治興建築学科教授 ２号館401環境工学研究室 

コンピュータプロ

グラミング入門  
３日 

小学５年 

～中学生 
40人 

10:00～12:00 

13:00～15:00 
水野勝教経営情報学科助教授 11号館２階実習室 

川の石と生き物の

観察会 
３日 

小学～ 

高校生 

保護者含

め90人 
10:00～16:00 内田臣一土木工学科助教授 矢作川一帯 

 まるごと体験ワールド               まるごと体験ワールド               まるごと体験ワールド 

 若者に理科の面白さを体験してもらう本年度の「まるごと体験ワールド」が､８月２日(土)と３日(日) 

の２日間、大学キャンパスを中心に行われます。開催日やテーマ、会場などは下表の通りです。申し込み 

期間は６月30日(月)～７月11日(金)で、参加料は１人500円(当日に受付で徴収します)。申し込み多数の

場合は抽選。はがきかファクスに郵便番号、住所、氏名、学校名、学年、電話番号、参加希望テーマ、同

伴保護者人数を明記し、〒470-0392 豊田市八草町八千草1247 大学エクステンションセンターへ。 

５月23日に開設記念行事 
５周年の大学・耐震実験センター 

特別講演や研究報告会開く  

 

大
学
と
し
て
は
国
内
最
大
級

の
実
験
施
設
、
本
学
の
「
耐
震

実
験
セ
ン
タ
ー
」
が
、
こ
と
し

四
月
に
開
設
五
周
年
を
迎
え
ま

し
た
。
こ
れ
を
記
念
し
て
五
月

二
十
三
日
、
愛
和
会
館
講
堂
を

会
場
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
特
別

講
演
会
な
ど
が
開
か
れ
ま
す
。 

 

平
成
七
年
の
阪
神
・
淡
路
大

震
災
を
教
訓
に
、
耐
震
安
全
性

向
上
の
た
め
の
実
験
、
研
究
が

急
務
と
さ
れ
、
文
部
省
（
現
・

文
部
科
学
省
）
の
ハ
イ
テ
ク
・

リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
構
想
に
基

づ
い
て
平
成
十
年
、
約
十
億
円

を
か
け
て
セ
ン
タ
ー
が
建
設
さ

れ
ま
し
た
。
翌
年
四
月
十
四
日

に
は
、
産
学
官
の
共
同
利
用
施

設
と
し
て
活
動
を
始
め
、
オ
ー

プ
ン
セ
レ
モ
ニ
ー
も
行
わ
れ
ま

し
た
。 

 

こ
の
五
年
間
、
セ
ン
タ
ー
で

は
構
造
実
験
施
設
と
し
て
極
め

て
高
い
稼
働
率
で
、
高
速
道
路

橋
脚
、
鋼
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
複

合
構
造
な
ど
の
実
験
を
実
施
し

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
と
し

二
月
に
は
、
海
上
技
術
安
全
研

究
所
と
協
力
、
四
日
間
か
け
て

「
緩
衝
型
船
首
」
の
テ
ス
ト
も

行
っ
て
い
ま
す
。 

㊤
大
学
で
国
内
最
大
級
を
誇
る
耐
震
実
験
セ
ン
タ
ー
の
偉
容 

㊦
オ
ー
プ
ン
セ
レ
モ
ニ
ー
で
取
材
を
す
る
マ
ス
コ
ミ
関
係
者 

２
月
に
行
わ
れ
た
緩
衝
型
船
首
テ
ス
ト 



に
つ
い
て
「
本
協
会
の
大 

学
基

準
に
適
合

し
て

い

る
」
と
承
認
、
三
月
十
四

日
付
で
本
学
に
通
知
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
四
月

一
日
付
の
認
定
証
も
送
付

さ
れ
て
来
ま
し
た
＝
写
真
。

愛
工
大
と
し
て
第
三
者
機
関

の
評
価
を
受
け
た
の
は
初
め

て
で
、
「
適
合
認
定
」
は
七

年
間
有
効
で
す
。 

◇入試説明会の日程と会場◇ 

平成15年４月30日（６）   学 園 だ よ り 第115号 

開催日  会場 時間 

５月 

16日(金) 名古屋市中区・名古屋ガーデンパレス 14:00～15:30 

20日(火) 岐阜市長住町・ホテル330グランデ岐阜 

21日(水) 津市羽所町・ホテルグリーンパーク津 

22日(木) 浜松市東伊場１丁目・グランドホテル浜松 

23日(金) 静岡市黒金町・ホテルアソシア静岡 

27日(火) 富山市桜橋通・名鉄トヤマホテル 

28日(水) 金沢市堀川町・ホリデイイン金沢 

29日(木) 福井市大手３丁目・福井ワシントンホテル 

６月 

３日(火) 松本市本庄・ホテルブエナビスタ 

５日(木) 大阪市淀川区・新大阪ワシントンホテル 

６日(金) 彦根市松原町・彦根プリンスホテル 

10日(火) 高松市浜ノ町・全日空ホテルクレメント高松 

11日(水) 岡山市駅元町・ホテルグランヴィア岡山 

14:30～16:00 

 

財
団
法
人
・
大
学
基

準
教
会
（
大
南
正
瑛
会

長
）
の
評
議
員
会
、
理

事
会
が
、
愛
知
工
業
大

学
に
関
す
る
相
互
評
価 

 
 
 

 愛工大に関する相互評価 

 大学基準協会が「適合」 

   平成16年度 愛工大が変わります   

  ２学部２学部２学部101010学科学科学科→→→２学部２学部２学部６６６学科学科学科121212専攻専攻専攻 

進
路
指
導
の
先
生
を
対
象
に
開
か
れ
た
学
科

再
編
説
明
会
＝
キ
ャ
ッ
ス
ル
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル 

 

十
三
会
場
で
「
新
入
試
」
説
明
会 

  

五
月
に
文
科
省
へ
の
申
請
手
続
き 

 

大
学
で
は
、
平
成
16
年
度
か

ら
現
在
の
二
学
部
十
学
科
を
二

学
部
六
学
科
十
二
専
攻
に
再
編

す
る
こ
と
に
な
り
、
五
月
に
文

部
科
学
省
へ
の
申
請
手
続
き
を

始
め
ま
す
。
二
月
十
四
日
に
は

進
路
指
導
の
先
生
方
を
対
象
に

再
編
の
説
明
会
を
実
施
、
新
し

い
専
攻
に
よ
る
入
試
説
明
会
は

上
表
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
す
。

五
月
十
六
日
の
名
古
屋
・
ガ
ー

デ
ン
パ
レ
ス
を
皮
切
り
に
、
六

月
十
一
日
の
岡
山
会
場
ま
で
、 

計
十
三
会
場
で
実
施
し
ま
す
。 

来
年
度
の 

学
科
再
編 

 
 

 

◇ 学位記授与（3月24日） 

 大学院工学研究科材料工学専攻・中野寛之さん 

 学位   工学博士 

  論文名  バナジルフタロシアニン薄膜の形態と非線形光学特性に 

     関する研究 

◇チトニス顧問の来日延期 

  大幸財団（永澤満理事長）の平成15年度外国人来日研究助成で４ 

 月に来日予定だったインド国立物理学研究所のビジャイ・トリンバ 

 ック・チトニス顧問は、研究所の事情で４カ月遅れの８月来日とな 

 りました。 

◇各種奨学制度 

 【平成15年度大矢奨学金】 

  ▽大学（４月11日） 名電高校から機械工学科に進んだ市川裕久 

           君に授与されました。 

  ▽高校（４月14日） 名電高校に進学した附中メイトコースの青 

           木豊君に贈られました。 

 【平成15年度新入生選抜奨学生（大学のみ）】（４月５日） 

   工学部機械工学科・寺西孝哲君、工学部情報通信工学科・羽根 

  渕彰君、経営情報科学部経営情報学科・川島健君の３人に後藤淳 

  学長から手渡されました。 

 【後藤すゞ子先生奨学金】（３月４日） 

   父親が病死したため、経済的苦境に立たされた大学２年生１人 

  に授与されました。 

◇平成15年度愛名会総会・講演会 

  学園の支援組織「名古屋電気学園愛名会」の平成15年度総会が５ 

 月７日、名古屋市中区の東急ホテルで開かれます。午後３時からの 

 理事会、総会に続き、午後５時からは、中日ドラゴンズ球団の西川 

 順之助社長が「プロ野球の経済学」をテーマに講演します。また、 

 会員企業と各設置校の就職担当教員による懇談会も開かれます。     
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 定員 

工 

  

 

学 

 

 

部 

  

電気学科  

電気工学 140 

電子工学 130 

情報通信工学 120 

応用化学科 応用化学 140 

機械学科  
機械工学 140 

知能機械工学 90 

都市環境学科  

土木工学 86 

建築学 119 

建築環境学 75 

 
情報科学科  

経営情報システム 100 

コンピュータシステム 100 

マーケティング情報学科 マーケティング情報 80 

合計  1,320 

学科 専攻 

  入試制度 受付期間 試験日 合格発表 

推薦 

イ 

ブ 

ニ 

ン 

グ  

社会人１次 10月30日～11月７日 11月15日 11月22日 

社会人２次 ３月１日～３月８日 ３月15日 ３月19日 

フ

レ

ッ

ク

ス  

総合 10月23日～10月29日 11月７日 11月14日 

女子学生 
10月30日～11月７日  

11月15日 
11月22日  

一般 11月16日 

フ

レ

ッ

ク

ス 

前期日程 
１月７日～１月21日  

１月30日～２月１日 
２月７日  

前期日程奨学生 １月31日 

中期日程 ２月３日～２月12日 ２月18日 ２月24日 

後期日程 ３月１日～３月８日 ３月15日 ３月19日 

センター１次 １月20日～１月29日 － ２月７日 

センター２次 ２月25日～３月10日 － ３月19日 

一般  

学部 学科  学科 専攻 

電気工学科 

  電気学科  

電気工学 

電子工学科 電子工学 

情報通信工学科 情報通信工学 

応用化学科  応用化学科 応用化学 

機械工学科    機械学科  
機械工学 

知能機械工学(新) 

土木工学科 

  都市環境学科  

土木工学 

建築学科 建築学 

建築工学科 建築環境学(新) 

経営情報科学部  
経営情報学科    情報科学科  

経営情報システム 

コンピュータシステム(新) 

マーケティング情報学科  マーケティング情報学科 マーケティング情報 

工  学  部  

◇
学
科
再
編
の
チ
ャ
ー
ト
図
◇ 

◇入試日程◇ （地方会場の入試もあります。問い合わせは入試広報課へ） 

◇
募
集
定
員
◇ 

(

イ
ブ
ニ
ン
グ
履
修
を
含
む) 

 平成16年度 愛工大が変わります   
   ２学部２学部２学部101010学科学科学科→→→２学部２学部２学部６６６学科学科学科121212専攻専攻専攻 

 
 

学
科
を
再
編
す
る
最
大
の
目

的
は
、
本
学
の
学
生
が
、
基
礎

知
識
を
確
実
に
身
に
付
け
、
具

体
的
な
職
業
イ
メ
ー
ジ
に
基
づ

く
高
度
な
専
門
知
識
を
修
得
す

る
た
め
の
適
切
な
教
育
課
程
の

実
現
に
あ
り
ま
す
。
社
会
的

ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に
応
え
る
た

め
、
確
か
な
基
礎
的
学
力
に
基

づ
く
豊
か
な
応
用
力
を
持
ち
、

専
門
分
野
の
高
度
化
に
対
応
で

き
る
広
範
な
知
識
と
よ
り
高
い

専
門
的
な
技
術
を
併
せ
持
っ
た

人
材
の
育
成
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
観
点
か
ら
、

学
科
の
再
編
を
行
い
、
学
科
内

に
専
攻
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ

り
、
多
様
な
学
習
機
会
を
提
供

す
る
と
と
も
に
、
学
科
に
共
通

す
る
分
野
で
の
基
礎
学
力
の
標

準
化
、
強
化
及
び
適
切
な
教
育

規
模
の
維
持
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。
併
せ
て
、
工
学
部
の
定
員

を
一
部
、
経
営
情
報
科
学
部
へ

移
し
、
社
会
的
要
請
の
強
い
新

し
い
専
攻
を
設
け
ま
す
。
ま

た
、
教
員
の
適
切
な
再
配
置
と

入
学
定
員
を
適
正
規
模
に
改

め
、
一
層
整
っ
た
教
育
環
境
を

提
供
し
ま
す
。
来
春
か
ら
の
学

科
再
編
は
、
基
礎
学
力
と
専
門

知
識
の
修
得
と
い
う
、
二
兎
を

得
よ
う
と
す
る
取
組
み
で
す
。 

(

大
橋
朝
夫
・
大
学
企
画
推
進

室
長)

 

 

学
科
再
編
の
目
的 

経
営
情
報 

科 

学 

部 
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四
月
。
新
学
期
が
始
ま
り
、

フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
を
迎
え
た
大

学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
は
活
気
に
溢

れ
て
い
ま
す
▼
大
学
慣
れ
し
た

先
輩
た
ち
に
ま
じ
り
、
ま
だ
童

顔
の
残
る
新
入
生
が
自
信
な
げ

に
キ
ャ
ン
パ
ス
を
歩
い
て
い
る

と
、
微
笑
ま
し
く
な
り
ま
す
▼

こ
の
若
者
た
ち
が
、
四
年
間
で

し
っ
か
り
学
び
、
人
間
と
し
て

大
き
く
成
長
し
て
い
く
こ
と
を

願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
▼

十
分
と
い
え
ば
十
分
だ
し
、
短

い
と
い
え
ば
短
い
の
が
四
年
間

で
す
。
友
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

構
築
し
な
が
ら
自
分
を
磨
き
、

し
た
い
こ
と
、
出
来
る
こ
と
を

見
つ
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す

▼
ま
た
、
義
務
と
責
任
を
全
う

す
る
心
を
養
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。
す
べ
き
こ
と
、
し
て

は
い
け
な
い
こ
と
を
自
分
の
モ

ノ
サ
シ
と
し
て
キ
チ
ン
と
持
っ

て
い
て
ほ
し
い
▼
人
に
迷
惑
を

か
け
な
い
。
自
分
が
い
や
な
こ

と
は
、
他
人
も
い
や
だ
ろ
う
。

こ
う
考
え
る
の
は
、
そ
れ
ほ
ど

難
し
い
こ
と
で
は
な
い
と
思
う

の
で
す
が
▼
人
の
目
を
気
に
す

る
の
で
は
な
く
、
人
の
思
い
を

気
に
し
な
が
ら
行
動
す
る
こ
と

が
、
本
当
に
大
切
だ
と
思
い
ま

す
。
新
入
生
の
皆
さ
ん
、
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
（
柳
） 

㊤瑞穂球場での開会式で入場行進する愛工大

チーム㊦愛院大第４戦で安打を放つ清水選手 

㊤選抜唯一の得点となった国士舘高戦・

堂上選手のホームイン㊦スタンドの応援 

㊤他チームの練習を見守る選手たち 

㊧練習会場となった旧教会の建物 

 

一
部
復
帰
２
戦
で 

 
中
部
大
に
勝
ち
点 

 
 
 
 

初
戦
の
愛
院
大
は
敗
退 

 

15
年
ぶ
り
に
甲
子
園
１
勝 
春
の
選
抜 

 

二
年
連
続
六
回
目
の
出
場
と

な
っ
た
第
75

回
記
念
選
抜
高
校

 

ハ
ン
ガ
リ
ー
遠
征 

 

で
プ
ロ
か
ら
学
ぶ 

 
 

大
学
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部 

野
球
大
会
は
、
三
月
二
十
二
日

に
甲
子
園
球
場
で
開
幕
。
愛
工

大
名
電
は
二
十
六
日
の
第
二
試

合
で
国
士
舘
高
（
東
京
）
と
対

戦
、
２
回
２
死
２
塁
に
青
山
選

手
が
右
前
打
し
、
堂
上
選
手
が

ホ
ー
ム
イ
ン
。
投
手
リ
レ
ー
で

こ
の
１
点
を
守
り
き
り
、
15
年

ぶ
り
の
甲
子
園
１
勝
を
飾
り
ま

し
た
。 

 

第
二
戦
は
三
十
日
の
第
一
試

合
で
近
江
高(

滋
賀)

と
対
戦
。

序
盤
で
４
点
を
失
い
、
後
半
に

は
再
三
チ
ャ
ン
ス
が
訪
れ
ま
し

た
が
い
ず
れ
も
得
点
に
結
び
つ

か
ず
完
封
負
け
。
ベ
ス
ト
８
進

出
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

愛
知
大
学
野
球
春
季
リ
ー
グ

は
四
月
四
日
に
開
幕
し
、
八
週

間
に
わ
た
っ
て
熱
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
す
。
７
季
ぶ
り
に
一

部
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
戻
っ
た
愛

工
大
チ
ー
ム
は
、
復
帰
第
一
戦

で
強
豪
・
愛
知
学
院
大
と
対
戦

し
ま
し
た
が
、
好
投
手
・
筒
井

に
抑
え
ら
れ
、
１
勝
２
敗
１
分

で
敗
れ
ま
し
た
。 

 

中
部
大
と
の
第
二
戦
は
、
打

線
が
爆
発
し
て
二
連
勝
、
待
望

の
勝
ち
点
１
と
し
ま
し
た
。
今

後
は
名
古
屋
学
院
大
、
名
古
屋

商
科
大
、
愛
知
大
の
順
に
対
戦

し
、
優
勝
を
目
指
し
ま
す
。 

 

大
学
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部
の
ハ

ン
ガ
リ
ー
遠
征
が
三
月
六
日
か

ら
十
七
日
ま
で
の
十
二
日
間
行

わ
れ
、
横
井
浩
治
コ
ー
チ
と
選

手
四
人
が
プ
ロ
コ
ー
チ
の
指
導

を
受
け
た
り
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
と

対
戦
し
、
本
場
の
技
術
を
キ
ッ

チ
リ
学
ん
で
き
ま
し
た
。 

 

十
二
日
間
と
も
首
都
・
ブ
ダ

ペ
ス
ト
に
滞
在
。
も
と
教
会

だ
っ
た
建
物
を
練
習
会
場
に
し

て
、
基
礎
か
ら
練
習
を
始
め
ま

し
た
。
横
井
コ
ー
チ
に
よ
る

と
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
は
選
手
個

人
が
自
分
の
種
目
に
合
わ
せ
、

自
由
に
練
習
す
る
ケ
ー
ス
が
多

い
そ
う
で
す
。
一
見
ア
バ
ウ
ト

で
す
が
、
自
己
管
理
が
し
っ
か

り
し
て
お
り
、
技
術
面
と
と
も

に
大
い
に
参
考
に
な
っ
た
と
の

こ
と
で
し
た
。 


